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センシングと人工知能の組み合わせによる、新たなソリューション創出を目指す研究を行います。

研究を始めるのに必要な知識・能力
・研究対象に関する知識として、機械学習によるパターンマッチングや認識や回帰の経験があることが望ましい。
・研究を進めるための能力として、Python等によるプログラミング、データ解析、資料作成の能力が必要。
・ただし応用分野に対する知識は不要で、興味があればそれで充分。

研究室の指導方針
　課題解決能力だけでなく課題設定能力の重要性に気づき、自立かつ自律した研究者の育成を目指します。

この研究で身につく能力
　アルゴリズム開発だけにとどまらず、センシングと知識処理の融合によりトータルシステムで最高性能を実現するシステム構築能力を
身に着け、あわせて学会発表等で必要となるプレゼンテーション能力も身に着けられます。

修了生の活躍の場
　電機メーカー等

研究内容
　近年の人工知能技術の急速な進歩を受け、各種センサデータと知識処理の組み合わせによる新しいシステム・アプリケーションの実
用化が進みつつあります。本研究室では、センサデータからの効率的な情報抽出技術に取り組み、高齢者向け介護支援技術や生体信号
解析によるスマートインタフェースを実現する研究を行います。

（1）生体センシングによる健康支援、スマートハウス向け応用技術の開発
　脳波、筋電や心電等の生体電位信号や、日常生活におけるユーザの行動データは分析方法の工夫によって、さまざまな健康支援やス
マートハウス向けの応用に活用することができます。近年は、生体計測デバイスの小型化、省電力化、またセンシング技術の向上により比
較的簡易なデバイスで長期間の信号取得が可能になりつつあります。また、生体信号の解析技術においても、深層学習を始めとして、大規
模な時系列データを含めた処理技術が著しく進展し、これまでは容易に知ることのできなかった非明示的な情報、例えば認知状態や自身も
把握できていないような健康状態も認識できるようになってきています。これらのセンシング・解析技術の組合せを統合する技術を開発す
ることで、これからの社会課題を解決できる新しいソリューションの創出につなげていきます。

（2）センシング技術と人工知能の組み合わせによる介護支援技術
　近年の高齢化に伴い、寝たきりの予防や、介護の負担軽減が社会的な課題となっています。一方で、介護の現場では、高齢者の状態を見
守るセンサの導入や電子的な介護記録システムが受け入れられつつある状況にあります。本研究室では、介護・医療施設と連携のもと、セ
ンシングと人工知能を用い、高齢者の状態予測に基づいた効果的・効率的な介護支援の実現を目的とした研究を行います。
　具体的には、（１）センサ情報からの高齢者の運動・認知機能の定量評価、（２）高齢者の状態把握に基づいたケアプランの作成・改善支援
といった取り組みを行います。これらの技術によって、従来人間の感覚に頼っていた高齢者の状態把握を定量的に行い、介護度の維持・改
善に適した方法を導き出す支援を実現することを目的としています。

（写真左から）
客員教授：森川　幸治 morikawa.koji@jp.panasonic.com
客員准教授：佐藤　佳州 sato.yoshikuni@jp.panasonic.com

　※選択できる教育プログラムについては、入学後、担当教員に確認してください。
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